
は
じ
め
に 

 

カ
ワ
ハ
ギ
は
、
本
県
沿
岸
域
に
ご
く
普
通
に
生
息
し
、

主
に
刺
網
や
定
置
網
な
ど
で
漁
獲
さ
れ
る
美
味
し
い
魚

で
す
。
本
種
は
、
国
内
で
は
供
給
過
剰
気
味
で
あ
る
ブ

リ
類
等
主
要
養
殖
魚
の
脇
役
と
し
て
、
比
較
的
成
長
が

早
く
、
天
然
よ
り
養
殖
魚
の
価
格
が
高
く
取
引
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
養
殖
対
象
種
と
し
て
貴
重
な
存
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

今
回
は
早
期
採
卵
で
得
ら
れ
た
人
工
種
苗
を
使
っ
た

養
殖
試
験
を
行
っ
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。 

養
殖
カ
ワ
ハ
ギ
の
特
性 

カ
ワ
ハ
ギ
は
、
そ
の
肝
臓
（
肝
：
き
も
）
が
食
材
と

し
て
珍
重
さ
れ
ま
す
。
養
殖
す
る
こ
と
で
そ
の
肝
は
、

周
年
大
型
サ
イ
ズ
を
維
持
し
、
い
わ
ゆ
る
フ
ォ
ア
グ
ラ

の
よ
う
な
様
態
を
呈
し
ま
す
。 

一
方
、
天
然
魚
の
肝
は
季
節
及
び
雌
雄
差
等
に
よ
っ

て
そ
の
大
き
さ
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
、
養
殖
魚
よ
り

小
さ
い
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。
図
１
、
２
は
開
腹
し
た

養
殖
魚
及
び
天
然
魚
と
、
そ
れ
ら
の
比
肝
重
値(

体
重
に

占
め
る
肝
臓
重
量
の
百
分
率)

を
示
し
た
も
の
で
、
養
殖

魚
で
十
二
％
、
天
然
魚
で
は
６
％
と
明
ら
か
に
差
が
見

ら
れ
ま
す
。 

 
こ
れ
が
養
殖
も
の
が
天
然
も
の
よ
り
高
価
格
で
取
引

さ
れ
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

養
殖
試
験 

【
方
法
】 

早
期
（
三
月
）
に
総
合
水
産
試
験
場
で
採
卵
し
、
一

年
間
飼
育
し
た
カ
ワ
ハ
ギ
を
用
い
て
平
成
二
十
七
年
八

月
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
ま
で
養
殖
試
験
を
行
い
ま

し
た
。
給
餌
は
Ｅ
Ｐ
飼
料
を
週
３
日
、
魚
体
重
の
３
～

４
％
の
目
安
で
行
い
ま
し
た
。 

【
結
果
】 

①
生
残
率
・
魚
体
重
お
よ
び
水
温
の
推
移 

 

0

2

4

6

8

10

12

14

養殖 天然

比
肝
重
値
（
％
）

10

14

18

22

26

30

80

85

90

95

100

水
温

(℃
）

生
残
率
（
％
）

生残率(%) 水温(℃）

200

250

300

350

400

450

500

7/15 10/23 1/31 5/10

体
重
（
ｇ
）

飼育期間

 

長

崎

県

総

合

水

産

試

験

場 

環

境

養

殖

技

術

開

発

セ

ン

タ 

｜ 

                 

養

殖

技

術

科  

カ
ワ
ハ
ギ
早
期
種
苗
を
用
い
た
養
殖
試
験
に
つ
い
て 

図３ カワハギの生残率、飼育水温及び平均体重の推移  

図１ 養殖カワハギと天然カワハギの肝臓の比較 

養殖 天然 

図２  図 1 のカワハギの比肝重値 



図
３
に
生
残
率
、
魚
体
重
及
び
水
温
の
推
移
を
示
し

ま
し
た
。
カ
ワ
ハ
ギ
は
試
験
当
初
か
ら
一
月
中
旬
ま
で

へ
い
死
も
な
く
、
順
調
に
成
長
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

水
温
が
十
四
度
以
下
に
低
下
す
る
一
月
下
旬
～
二
月
に

は
、
体
重
の
減
少
及
び
生
残
率
の
低
下
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。 

②
血
液
性
状
の
推
移 

図
４
に
血
液
検
査
の
代
表
項
目
と
し
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
※

の
推
移
を
示
し
ま
し
た
。
血
液
性
状
に
お
い
て
カ
ワ
ハ

ギ
で
の
基
準
値
に
つ
い
て
報
告
が
な
い
こ
と
か
ら
、
既

知
の
マ
ダ
イ
や
ト
ラ
フ
グ
の
基
準
値
や
正
常
値
を
参
考

と
し
た
場
合
、
今
回
の
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
、
夏
場
に
非
常
に
高

い
値
（
５
０
０
） 

を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
項
目
は
肝
機
能
の
状
態
を
示
す

も
の
で
、
数
値
が
高
い
と
状
態
が
悪
い
こ
と
を
示
す
も

の
で
、
代
謝
が
活
発
に
な
り
過
度
な
負
担
が
肝
臓
に
掛

か
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
Ｇ
Ｐ

Ｔ
は
水
温
の
低
下
に
伴
い
共
に
減
少
し
、
一
月
下
旬
か

ら
三
月
（
低
水
温
期
）
に
は
低
値
で
推
移
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
水
温
の
低
下
に
よ
る
摂
餌
量
の
減
少
で
、
肝

臓
へ
の
負
荷
が
低
下
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。 

③
比
肝
重
値
の
推
移 

次
に
カ
ワ
ハ
ギ
の
比
肝
重
値
（
図
５
）
の
推
移
を
見

る
と
、
試
験
開
始
時
以
降
は
十
％
以
上
で
推
移
し
て
お

り
、
今
回
の
試
験
結
果
か
ら
も
養
殖
カ
ワ
ハ
ギ
は
大
き

い
肝
臓
を
持
つ
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
後
の
取
り
組
み 

カ
ワ
ハ
ギ
早
期
種
苗
を
用
い
た
養
殖
試
験
に
お
い
て

も
、
通
常
の
人
工
種
苗
や
天
然
種
苗
を
用
い
た
時
と
同

様
に
低
水
温
期
に
成
長
が
停
滞
し
、
へ
い
死
が
生
じ
る

こ
と
が
分
り
ま
し
た
。 

今
後
は
秋
口
に
漁
獲
さ
れ
る
大
村
湾
産
天
然
種
苗
を

短
期
養
殖
し
、
市
場
に
活
魚
入
荷
量
が
少
な
く
な
る
６

～
７
月
頃
に
出
荷
サ
イ
ズ
ま
で
成
長
さ
せ
る
技
術
開
発

を
行
う
予
定
で
す
。
昨
年
度
は
予
備
的
に
晩
秋
に
大
村

湾
で
漁
獲
さ
れ
た
カ
ワ
ハ
ギ
を
飼
育
し
た
と
こ
ろ
、
低

水
温
の
へ
い
死
も
殆
ど
な
く
順
調
に
成
長
し
、
初
夏
に

は
出
荷
サ
イ
ズ
（
約
三
百
グ
ラ
ム
）
近
く
に
達
す
る
こ

と
が
判
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
特
性
を
活
か
し

た
技
術
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
で
カ
ワ
ハ
ギ
養
殖
の
普

及
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

（
担
当 

宮
木
廉
夫
） 

※
：
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
は
（
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ピ
ル
ビ
ン
酸
ト
ラ 

ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
） 
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